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ごあいさつ

　皆さまにおかれましては、益 ご々清栄のこととお慶び申し上げます。平素より青梅信用金庫に対しま
して格別のご愛顧を賜り、誠にありがとうございます。
　本年も、当金庫についてご理解を一層深めていただくために、「AOSYN REPORT 2015」を作成
しました。当金庫の経営方針や業績、地域社会貢献活動への取り組みなどにつきましてご報告いたし
ますので、ご高覧賜りますようお願い申し上げます。
　さて、平成26年度の日本経済は、政府による経済政策や円安の進行等により輸出関連の大企業を
中心に企業収益が拡大し、経常利益は過去最高水準になるなど経済に明るい兆しが見えた年でありま
した。一方で、地域経済は従来からの少子高齢化や人口減少、産業の空洞化など国内産業の構造的な
課題を抱えており、依然として停滞感が強く厳しい経営環境が続いている状況にあります。また、平成
26年12月には政府から「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が示され、各自治体では地域金融機関等の
知見を活用することが求められております。当金庫におきましても積極的に関与し、各自治体と連携しな
がら地域の発展に向けて取り組んでまいります。
　このような中で、当金庫は中期経営計画の最終年度として、「地域活性化を推進する信用金庫」の
基本方針のもと、“地域への積極的な融資”と“地域社会貢献活動”を通して、地域社会の活性化に積極
的に取り組んでまいりました。地域への円滑な資金供給のほかにも、お客さまの抱える様々な課題に
応えるため、外部連携機関を活用した課題解決や創業支援、経営改善支援などに全力で取り組んで
おりますが、とりわけ、創業支援につきましては地域における開業率の低迷や中小企業・小規模事業者の
減少を受け、自治体と商工会議所が連携するワンストップ創業相談窓口等に参画いたしました。また、
当金庫の開催する「ビジネス支援マッチング大会」では、創業や新事業・新分野進出に向けた第二創業の
相談ブースを設置したりするなど、創業を目指す方へのサポートの充実を図ってまいりました。
　今年度は新中期3ヵ年計画を策定し、スタートいたしました。この中期経営計画では、「地域との共生」を
テーマとして掲げ、今まで以上に地域社会と深く関わり合い、地域のお客さまと一緒になって新たな価値を
創造してまいります。創業の精神であります“共存同栄”のもと、全役職員が一丸となり取り組んでまいる
所存でございます。
　今後とも倍旧のご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。
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沿　　革
【大正】

 11年 3月 6日 有限責任青梅町信用組合設立
初代組合長に平岡久左衛門（先代）就任

【昭和】
 9年 3月 6日 産業組合法の改正により保証責任青梅町信用

組合に改組
14年 1月 2日 二代目組合長に新井亦五郎就任
21年 12月 18日 三代目組合長に平岡久左衛門就任
25年 4月 1日 中小企業等共同組合法に基づく信用組合に

改組
26年 6月 1日 住宅金融公庫の代理業務取り扱い開始
  10月 20日 信用金庫法施行により青梅信用金庫に改組
27年 2月 10日 国民金融公庫の代理業務取り扱い開始
28年 10月 29日 中小企業金融公庫の代理業務取り扱い開始
29年 11月 6日 内国為替の業務取り扱い開始
31年 3月 31日 預金10億円達成
39年 8月 29日 預金100億円達成
42年 6月 15日 日本銀行と当座取引開始
43年 7月 12日 日本銀行歳入代理店の事務取り扱い開始
  8月 26日 預金200億円達成
44年 3月 1日 国債代理店（本店）の取り扱い開始
45年 3月 31日 預金300億円達成
46年 1月 12日 四代目理事長に小澤英助就任
  11月 8日 両替商業務取り扱い開始
  12月 24日 預金400億円達成
47年 3月 7日 創立50周年記念式典挙行
  12月 13日 預金500億円達成
51年 7月 3日 預金1,000億円達成
52年 3月 6日 本店地下金庫室にタイムカプセルを格納封印

（開封、あおしん創立100周年・西暦2022年
3月6日）

  10月 1日 自営オンライン開始
53年 2月 20日 預金全科目のオンライン化完了
  3月 29日 融資金1,000億円達成
54年 2月 13日 内国為替全銀データシステムに加盟
55年 5月 26日 五代目理事長に齋藤文夫就任
56年 2月 9日 本支店、為替オンライン稼動、ATMサービス

開始
  3月 31日 預金2,000億円達成
  4月 20日 他行為替オンライン、信金ネットキャッシュサー

ビス開始
 58年 6月 1日 国債窓口販売業務の取り扱い開始
59年 10月 15日 東京手形交換所に直接加盟
61年 9月 29日 預金3,000億円達成
62年 10月 1日 外国為替取り扱い開始
63年 12月 10日 融資金3,000億円達成
  12月 29日 預金4,000億円達成

【平成】
 元年 5月 26日 初代会長に齋藤文夫就任、六代目理事長に

武末祐吉就任
 2年 12月 31日 預金5,000億円達成

 3年 4月 1日 理念体系を制定
 4年 3月 6日 創立70周年記念式典挙行

あおしん地域文化振興基金助成金の贈呈を開始
  4月 1日 CI導入による新デザインを展開
 7年 5月 29日 あおしん「ファームバンキングサービス」取り扱い開始
 9年 10月 1日 多摩地区5金庫による地震災害時における相互

支払協定を締結
  10月 4日 土・日のATM入金及び現金振込予約の取り扱い開始
  10月 10日 ATMの祝日稼動を開始
 10年 3月 9日 あおしんホームページを開設
  6月 19日 七代目理事長に大杉俊夫就任
  12月 1日 証券投資信託の窓口販売業務が認可され、業務

を開始
 11年 3月 16日 「コンプライアンス・プログラム推進委員会」設置
  4月 26日 「エコ・アップ事業所東京宣言」「彩の国環境

保全を実行する県民運動」に登録
 12年 3月 6日 デビットカードの取り扱い開始
  6月 27日 預金6,000億円達成
  10月 5日 手形・小切手の署名判登録サービスを開始
 13年 1月 4日 ローソンデビットの取り扱い開始
  3月 6日 あおしんの営業エリア内の18社会福祉協議会へ

車椅子を寄贈
  4月 1日 損害保険窓口販売業務取り扱い開始
  11月 1日 M＆A仲介業務取り扱い開始
 14年 2月 1日 確定拠出年金業務取り扱い開始
  10月 1日 個人年金保険取り扱い開始
  11月 19日 東京消防庁より救急救命優良証を受領
 16年 5月 6日 勘定系システムをしんきん共同センターにシステム移行

八代目理事長に森田昇就任
 17年 1月 4日 インターネットバンキングの取り扱いを開始
  8月 31日 「地域密着型金融推進計画」を策定・公表
 19年 7月 21日 「美しい多摩川フォーラム」設立総会開催
  9月 11日 障害者雇用優良事業所として表彰を受ける
 20年 7月 1日 医療保険・がん保険・一時払終身保険の取り扱い開始
 21年 7月 23日 手形交換業務50期連続無事故表彰
 22年 2月 26日 日本計画行政学会計画賞「優秀賞」を受賞
  9月 7日 カードローン「あおしんきゃっする」の販売開始
24年 1月 17日 瑞穂支店むさしの出張所を瑞穂むさしの支店に昇格
  2月 16日 日本フィランソロピー協会の第９回企業フィラン

ソロピー大賞「特別賞」を受賞
  4月 11日 関東財務局「平成23年度地域密着型金融に関

する取り組みへの顕彰」を受賞
  4月 13日 預金7,000億円達成
  6月 20日 全国信用金庫協会「第15回信用金庫社会貢献

賞」会長賞を受賞
25年 2月 18日 でんさいネット業務の受託を開始
  2月 22日 「日本金融通信社・ニッキン賞」を受賞
  4月 22日 インターネットによるしんきん保証基金の各種

ローン受付開始
  10月 15日 動産担保融資（ＡＢＬ）取り扱い開始
26年 4月 30日 【無担保型】あおしんフリーローンワイド取り

扱い開始
  5月 15日 【不動産担保型】あおしんフリーローンワイド

取り扱い開始
27年 3月 16日 インターネットバンキングご利用者向けセキュ

リティーソフト「Rapport」の無料配布開始
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本誌は信用金庫法第89条（銀行法第21条準用）に基づいて作成したディスクロージャー資料です。本誌に記載の
比率、金額は単位未満を切り捨てて表示しています。本誌には、将来の業績および財政状態に関する内容が記載
されています。これらの記述は、当信用金庫を取り巻く経営環境などにより、異なる結果となることもあります。
予めご承知おきください。

企業理念

経営方針

中期経営計画

わたしたちは、自然と文化に恵まれたこの地域とともにあって、
産業の発展と豊かなくらしの実現に貢献します。

　あおしんの役職員全員は、地域金融の担い手として、事業活動を展開する
エリアと共生し、この地域で事業展開する中小企業の成長・発展とここに
生活する人々が求める豊かなくらしの実現を目指し、あおしんがお客さまに
対してお役に立つことを宣言します。

信 頼
　あおしんの経営は、何よりもお客さまの信頼を基盤にしており、それは、

「この地域のお客さま」「ここに働く役職員」つまり青梅信用金庫を取り巻く人と
人との関係を大切にすることであり、その基本となるコミュニケーションを
大切にすることです。

　平成26年度は、“地域の豊かな未来の創造”と題した3カ年の中期経営
計画の最終年度として、“地域への積極的な融資”と“地域社会貢献活動”を
通して、地域社会の持続的な発展に努めてまいりました。
　今後も地域のお客さまの豊かなくらしの実現や産業の発展に貢献する
ことを第一に考え、地域の活性化を推進してまいります。

重点課題

経営目標

1. 地域密着型金融
2. 経営基盤の強化
3. 職員の能力・意欲向上

経営目標（26年度末） 実績
10.17％
6.20％
21億円

自己資本比率
不良債権比率
当 期 純 利 益

10.00％
6％台（6.99％）

15億円

企業理念

経営方針

中期経営計画
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